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行田市 

～熱中症おたすけ隊事業～ 

（１）取組の概要 

行田市は、国宝「金錯銘鉄剣」が出土した稲荷山古墳をはじめ、日本最大の円墳であ

る丸墓山古墳など９基の大型古墳が群集する「埼玉古墳群」を有し、埼玉県発祥の地と

して知られている。また、市内には、忍城址、足袋蔵など、風情のある街並みと、悠久

の眠りから目覚め開花した古代蓮をはじめ、豊かな自然と歴史が息づくまちである。 

  この事業は、「健活プロジェクト」の一環として、市民一人ひとりが自らの健康を見

直し、「生涯を通じた健康づくり」に向けた意識を持つことができるよう健康知識の普

及啓発を行うことを目的としている。また、本事業を継続して実施することで健康意識

を持つ市民の拡大を図り、地域への健康情報の発信源になる人材を育成する。 

（２）取組の契機 

（ア）高齢化の推移と将来推計 

高齢化率の推移では、平成 12 年に 15.9％であったが、平成 28 年は 28.7％と急速に上

昇している。将来推計でも、平成 42年には 34.5％と年々増加が見込まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   資料：埼玉県の健康指標総合ソフト（平成２９年度） 

 

（イ）生活習慣病での高い死亡数 

悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の死

亡数が高い状況である。これらの生活習

慣病は予防できることから、正しい知識

を身につけ毎日の生活を見直すことに

より健康寿命を延ばすことが重要であ

る。 

資料：埼玉県の健康指標総合ソフト（平成２９年度） 

 

 

健康長寿に係る先進的な取組事例 
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（ウ）健康意識の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「健康に関する市民意識調査」の結果から、健康のために気をつけていることでは、定

期的な健康診断や診査を受ける人が 63.3％と高く、その他、栄養・歯・運動について意

識が高い人が多く見られる。しかしながら、健康講座や相談への参加、禁煙、飲酒につ

いては、意識が低い状況である。 

 

（３）取組の内容 

事業名 熱中症おたすけ隊事業 

事業開始 平成２５年度 

  

 平成３０年度 平成２９年度 

予 算 

５．４万円（見込み） 

・講師謝金    １．５万円 

・教材費       ２万円 

・郵送費     １．９万円 

５．６万円 

・講師謝金    ２万円 

・教材費     １．９万円 

・郵送費     １．７万円 

参加人数 ８８３人 ７６９人 

期 間 平成 29 年 3 月～平成 30年 10月 平成 29 年 4 月～平成 29年 10月 

実施体制 

キックオフ事業   １回 

アンバサダー講座  ６回 

熱中症予防大会   １回 

出前講座実施回数 １９回 

活動報告会     １回 

キックオフ事業   １回 

アンバサダー講座  ６回 

熱中症予防大会   １回 

出前講座実施回数 １２回 

活動報告会     １回 

 

資料：第 2次行田市健康増進・食育推進計画 

 



3 

 

（ア）熱中症おたすけ隊の募集（平成２９年３月） 

  市民けんこう大学修了生（１期生：３７名、２期生：３８名、３期生：５６名、４期 

生：３６名、５期生：３４名）に対し、案内通知を送付。 

【申込者数：２９名（１期生４名・２期生５名・３期生４名・４期生８名・５期生８名）】 

 

（イ）キックオフ事業の実施（平成２９年３月） 

  知識及び意欲の向上と仲間づくりを目的に、熱中症に負けない身体づくりとして運動

実習の実施と共に、熱中症おたすけ隊の活動や実績の説明を行った。 

 

（ウ）熱中症アンバサダー講座の実施（平成３０年４月～６月） 

「熱中症おたすけ隊」を養成するためのアンバサダー講座を実施。 

【全６講座 参加人数延べ１５８名】 

※「健康づくりにおける相互応援に関する協定」等を締結している大塚製薬株式会社と

連携し、最新情報や科学的根拠に基づいた情報を学ぶと共に、本市の高齢化率などの

健康情報を知り、健康知識を高めた。 

 講座内容 日時 講師 出席者数 

１ 【講座①】熱中症「０」を目指して① 

・情報提供「クールオアシスについて」 

４/１７（火） 

午後１時半～ 

大塚製薬（株） 

保健センター職員 

２５人 

２ 【講座②】熱中症「０」を目指して② 

・情報提供「本市の H29 年度救急搬送統計」 

４/２３（月） 

午後１時半～ 

大塚製薬（株） 

保健センター職員 

２９人 

３ 【講座③】「presentation」 

・グループ演習（自己紹介・連絡網作成） 

５/７（月） 

午後１時半～ 

大塚製薬（株） 

保健センター職員 

 ２８人 

４ 【グループ演習】大人編 

・デモンストレーション 

５/１５（火） 

午後１時半～ 

保健センター職員 ２６人 

５ 【グループ学習】子供編 

・デモンストレーション 

５/２１（月） 

午後１時半～ 

保健センター職員  ２６人 

６ 【熱中症予防推進大会予行演習】 

・リハーサル、役割分担 

・出前講座担当決め、グループ演習 

６/５（火）  

午前１時半～ 

保健センター職員  ２４人 

 

（エ）熱中症予防推進大会の開催（平成３０年６月） 

  第一部として市長の挨拶後に「熱中症おたすけ隊２０１８委嘱式」、「熱中症予防対 

策宣言」、「救急隊が教える熱中症予防と応急手当」として寸劇を交えた講演を行った。 

  第二部は「夏の気象セミナー」として気象キャスター檜山氏による講演会、大塚製薬 

（株）による熱中症対策の最新情報提供を行い、熱中症予防を中心とした健康づくりに関 

する知識の普及を図った。 

【参加者２８７名】 

 

（オ）出前講座の周知（平成３０年４月～） 

  保育園（こども未来課に協力依頼）幼稚園、シニアクラブ（社会福祉協議会に協力依
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頼）、保健協力員、民生委員（高齢者福祉課に協力依頼）、地域公民館にチラシを配布。 

 

（カ）出前講座の実施（平成３０年５月～９月） 

  出前講座は一般向け１５回、子供向け４回の合計１９回の依頼があり、計５６７名（大

人３１３名、子供２５４名）に出前講座を行った。熱中症おたすけ隊は４グループに分かれて

パワーポイント等を用いた活動を行った。 

  依頼件数 21件。うち 2件については天候等の理由でキャンセル。 

【出前講座の様子】 

 

 団体名 日時 会場 担当 参加人数 大人 子供 

１ 二佐間自治会 5/31（木）10:15～ 佐間公民館 １班 24 24   

２ 南河原ほがらかサロン 6/13（水）13:30～ 南河原新井屋敷集会場 ４班 9 9   

３ 太井保育園 6/14（木）10:00～ 太井保育園 ２班 63 5 58 

４ 菊野台サロン 6/14（木）10:30～ 菊野台自治会館 １班 25 25   

５ 熊谷太井保育園 6/14（木）10:45～ 熊谷太井保育園 ２班 51 3 48 

６ 小針いきいきサロン 6/21（木）１3:30～ 小針自治会センター ２班 28 28   

７ ことぶきサロン 6/25（月）11:30～ 桜町田端会館 ４班 18 18   

８ 太田中学校 6/25（月）15:30～ 太田中 ３班 26 20 6 

９ 西新町老人会 6/28（木）13:00～ 西新町自治会館 ２班 23 23   

10 持田保育園 7/2（月）9:30～ 持田保育園 １班 99 6 93 

11 保健協力会（忍支部） 7/2（月）10：00～ みずしろ ３班 20 20   

12 荒木老人会 7/9（月）14：00～ 荒木八王子集会所 ２班 25 25   

13 太田西学童保育室 7/10（火）14:30～ 太田西学童保育室 ３班 53 4 49 

14 保健協力会（星河・星宮支部） 7/11（水）10:00～ 星河公民館 ４班 23 23   

15 いきいきサロンはなみずき 7/11（水）13:40～ 持田砂原自治会館 １班 12 12   

16 持田長町クラブ老人会 7/12（木）10:00～ 桜自治会館 １班 16 16   

17 斎条団地お元気会 7/13（金）10：00～ 斎条団地団地会館 ４班 15 15   

18 一佐間いきいきサロン 7/25（水）14：00～ ウェルシア行田佐間店  ４班 9 9   

19 保健協力会（長野支部） 7/31（火）10:00～ 桜ヶ丘公民館 １班 28 28  
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（キ）熱中症声かけプロジェクト「ひと涼みアワード」に応募（平成３０年９月） 

 環境省および全国の企業・行政・民間団体が参加し熱中症予防を推進する運動「熱中

症声かけプロジェクト」に応募し、団結部門「優秀賞」を受賞した。熱中症おたすけ隊

代表４名と共に市長へ報告し、広報に受賞情報を掲載した。 

 

（ク）活動報告会の実施（平成３０年１０月） 

今年度の熱中症おたすけ隊の活動を振り返ると共に、班ごとに工夫した点や反省点な 

どの情報交換を行った。また、本年度の本市の熱中症による救急搬送の状況を考察し、

活動の効果検証を行うと共に今後の課題等についての見直しを行った。さらに、大塚製

薬（株）による「乾燥シーズンにおける健康管理について」をテーマとした講演を実施

した。【参加者 １９名】 

 

 (４) 取組の効果 

（ア）熱中症の予防効果 

 今年度は、７月に熊谷市で過去最高気温を記録するなど異常な高温状況であり、救急

搬送件数は昨年の３７件の約２倍である７２件であった。７２件のうち重症１件、中等

症２１件、軽症５０件はであり、搬送者の約７０％が軽症であった。また、熱中症のリ

スクの高い６５歳以上の高齢者を含む６０歳以上の搬送件数は減少しているが、若年世

代の搬送件数が増加傾向にあり、若年世代に向けた熱中症予防事業にも力を入れる必要

がある。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）生活習慣病の予防効果 

本事業は熱中症予防を中心とした事業ではあるが熱中症予防の基本は健康な身体づ 

くりであり、熱中症おたすけ隊の参加者は市民けんこう大学受講時に健康長寿サポータ

ー養成講習会を受講した者であることから、普段から食事・運動・睡眠などの生活習慣

を整えることの重要性も含めて周知を行った。また、本出前講座と合わせて健診・検診

の受診勧奨や他の健康講座の案内、行田市健康づくりチャレンジポイント事業等を周知
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し、おたすけ隊はもちろんのこと、出前講座参加者にも生活習慣の見直しと改善につい

て意識を促すきっかけとなると考えられる。 

 

（ウ）地方自治体にとっての効果 

 本市の国民健康保険の給付状況を見ると、被保険者数は減少しているが療養費（費用

額）は件数、金額とも増加しており、一人当たり医療費が増加している状況である。 

【医療費の年次推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

資料：第２次行田市国民健康保険保健事業実施計画 

 

【一人当たり医療費の年次推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  入院及び入院外にかかる疾病別医療費（歯科を除く）を見ると、平成２５年度は高血

圧症の医療費が１位であったが、平成２６年度からは慢性腎不全の医療費が１位を占め

ている。また、糖尿病や脳梗塞、脂質異常症などを含め、生活習慣病の関連する疾病が

上位を占めており、生活習慣病の関連する疾病が上位を占めており、生活習慣病予防の

対策が重要と考えられる。 
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 【疾病別医療費（単位：円）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、行田市の要介護認定率は、平成２５年度をピークに減少傾向である。これは

今後の健康寿命の延命や医療費の削減にも少なからず関わってくることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：埼玉県の健康指標総合ソフト（平成２９年度） 

また、特定健診の受診率は年々増加傾向であり、市民の健康意識の向上によるものと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県の健康指標総合ソフト（平成２９年度） 

M/標準

M/標準

M/標準

M/標準

M/標準

M/標準

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（％） 特定健康診査受診率

行田市 埼玉県
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（５）成功の要因、創意工夫した点 

（ア）意欲の向上 

熱中症おたすけ隊は市民けんこう大学院修了生を対象に募集しており、数年をかけて 

健康に関する知識の習得を行ってきた参加者である。年々健康意識も高まり、自らが家 

族や友人を始めとした他の市民へ知識を普及するなど市民から市民への健康づくり活動 

が行われている。 

グループに分かれて活動することで、参加者同士声を掛け合いながら、共に意識を高 

めあう姿勢となるよう仲間づくりを推進している。パワーポイントを使用した講話に加

え、手作り補水液の試飲や色水を用いた体液の塩分濃度の変化についての実演を独自に

考案して行うなど、参加者自ら工夫しながら内容を検討しながら実施しており、年々意

欲も向上している。 

熱中症に注意が必要となってくる前の６月には出前講座を実施できるよう、キックオ

フ事業は前年度３月に行い、４月にはアンバサダー講座の実施を開始した。また、出前

講座終了後の１０月には活動報告会を実施するなど継続的に参加者が集う機会を設け、

意欲の維持・向上に努めている。 

また、「熱中症声かけプロジェクト」に応募し、団結部門「優秀賞」を受賞したこと

は、おたすけ隊の意欲向上に大きく関わっていると考えられる。 

 

（イ）企業による協力 

  本市は平成２５年に大塚製薬株式会社と「健康づくり相互応援協定」を締結しており、

科学的根拠に基づいた情報提供を行うなどの協力を得ている。最新の健康に関する研究

結果や健康情報を提供いただくだけでなく、熱中症おたすけ隊に対するプレゼンテーシ

ョン技法の講義をいただくなど幅広く支援をいただいている。 

 

（６）課題、今後の取組 

（ア）出前講座活動の完全委嘱 

  これまで出前講座には職員が同伴して実施することを基本としてきたが、本年度は、

出前講座の依頼日時が重なり、熱中症おたすけ隊の参加者のみで実施したケースがあっ

た。今後は、市民団体の活動の一つとして、熱中症アンバサダー研修等の支援は継続し、

出前講座は自主的な活動として完全委嘱に促していけるよう調整したいと考える。 

 

                            


